
公表：令和５年２月２８日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

①
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で
適切であるか 6  

子供さんの個性やコ
ンデイション、感染状
況等に応じて、1階と2
階の使い分けを行っ
ています。

様々な状況に応じて、各部屋の
特徴を活かし、活動の幅・対人交
流の場を広げられるようにとり組
んで参ります。

② 職員の配置数は適切であるか 6

各専門職を配置し、
様々な側面から支援
できるよう工夫してお
ります。

まだまだ人材不足を感じておりま
す。さらに色々な特技や情熱を
持った職員の増員を考えており
ます。

③

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された
環境になっているか。また、障がいの特性に応
じ、 事業所の設備等は、バリアフリー化や情報
伝達等への配慮が適切になされているか

5 1

導線は、可能な限り
バリアフリーにしてお
りますが、あえて一部
バリアアリーにし、リ
ハビリの一環として活
用しています。

都度、気づいた・感じた点を改善
するようにしております。お子供
達にとって、より分かりやすい・
安心して活動できる場なっている
かを定期的に振り返りながらとり
組んで参ります。

④
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境に
なっているか。また、子ども達の活動に合わせた
空間となっているか

6  

施設内や遊具、おも
ちゃ等、毎日の午前・
午後の清掃・消毒や
空間除菌等、感染症
対策を綿密に行って
おります。また、ご利
用されるお子さんの
個性を引き出せるよう
な遊具等を配置する
よう心がけておりま
す。

新型コロナやインフルエンザな
ど、様々な感染症が猛威を振
るっている現状です。職員一丸と
なって感染症対策の徹底を図っ
ております。

⑤
業務改善を進めるためのPDCAサイクル （目標
設定と振り返り） に、広く職員が参画しているか 4 2

都度会議を実施し、そ
の子にあった目標・関
わりを心がけていま
す。

少しづつ職員がPDCAサイクルを
考慮した関りが可能となってきて
おります。現状に満足せず、とり
組んで参ります。

⑥
保護者等向け評価表により、保護者等に対して
事業所の評価を実施するとともに、保護者等の
意向等を把握し、業務改善につなげているか

6

アンケートにより、意
向確認を行っており、
昨年度頂いたご意見
より課題を抽出し、今
年度いくつかを解決
することができまし
た。

まだ解決できていない点と、今年
度新たに見えた点を、来年度中
には解決できるように取り組んで
参ります。

⑦

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表
の結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うと
ともに、その結果による支援の質の評価及び改
善の内容を、事業所の会報やホームページ等で
公開しているか

5 1

毎年評価を実施し、
ホームページ上で公
開して参ります。

今年は60％程度の回収率でし
た。

⑧
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務
改善につなげているか 2 4

第三者評価の活用も検討してい
きたいと思います。
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⑨
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を
確保しているか 1 5

今年度は、感染症対
策の観点から、Ｚｏｏｍ
での研修会参加とさ
せて頂きました。

感染状況を見ながら、職員の知
識・技術・経験に合わせ、内外部
の研修等への参加を検討してい
きます。

⑩
アセスメントを適切に行い、 子どもと保護者の
ニーズや課題を客観的に分析した上で、 児童発
達支援計画を作成しているか

6  

相談支援専門員、園
や医療機関等との連
携を図り、お子供さん
や保護者様との情報
交換を通して得られた
ニーズを分析し、計画
の作成を行っていま
す。

様々な情報を基に、お子供さん
の主な課題に対する支援を保護
者の皆様と一緒に考えていきま
す。

⑪
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化
されたアセスメントツールを使用しているか 2 4

事業所内で統一した
アセスメントツールを
活用していますが、詳
細な心理検査は実施
不可能です。外部か
の結果を共有させて
頂いております。

アセスメントツールは、何を用い
るか難しい課題です。行政から
の統一された書式を期待したい
ところですが、まずは現在の書式
を見直しながら、使用を継続し、
職員の共通理解を深めていきた
いと考えております。

⑫

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラ
インの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発
達支援 （本人支援及び移行支援） 」、「家族支
援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの
支援に必要な項目が適切に選択され、その上
で、具体的な支援内容が設定されているか

6

ガイドラインに示して
ある項目を参考にしな
がら実施しておりま
す。

「ガイドライン」に基づく考え方や
具体的支援の方法等について
は、当たり前のように取り組んで
おります。より具体的な支援内容
を設定していきたいと思います。

⑬
児童発達支援計画に沿った支援が行われてい
るか 6  

計画に沿った支援を
実施しております。

その日の様子を見ながら、活動
の種類や質を、さらに高められる
ようとり組んでいきます。

⑭ 活動プログラムの立案をチームで行っているか 3 3

専門性を発揮しつつ、
チームとしてプログラ
ムを立案しておりま
す。

 より総合的に・統一感のある関
わりができるよう、士気を高めて
いきたいと思います。

⑮
活動プログラムが固定化しないよう工夫している
か 6

子供さんの変化を見
ながら、柔軟にプログ
ラムを展開できるよう
心がけております。

遊具やおもちゃなどを増やす、環
境調整を図るなど、活動のバリ
エーションや幅を持たせることが
できるよう対応していきます。

⑯
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を
適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成し
ているか

6

お子供さんの状況に
応じて、個別・集団活
動を組み合わせた計
画を作成しておりま
す。

もう少し、いろいろな活動を展開
できるようとり組んでいきたいと
思います。

⑰
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その
日行われる支援の内容や役割分担について確
認しているか

4 2

基本的には朝の会で
情報を共有できるよう
心がけています。

朝の会や職員ノートを活用し、情
報共有に努めて参ります。

⑱
支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、そ
の日行われた支援の振り返りを行い､気付いた
点等を共有しているか

3 3

支援終了後、職員間
で話し合い、気づいた
点を共有しています。
しかし、送迎に時間が
かかる場合もあり、皆
が参加できない難しさ
も感じます。

職員ノートを活用するなど、より
効率的に情報共有できるよう、工
夫して参ります。

⑲
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、 支
援の検証・改善につなげているか 6  

日々の支援に関する
記録を徹底し、必ず目
を通すようにしていま
す。

分かりやすい文章表現の工夫な
ど、短時間で内容の濃い記録を
目指してとり組んで参ります。
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⑳
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計
画の見直しの必要性を判断しているか 6

定期的にモニタリング
を実施し、必要に応じ
て計画の見直しをして
います。

漏れのないよう、期間の把握等
をしっかりしていきたいと思いま
す。

㉑
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議
にその子どもの状況に精通した最もふさわしい
者が参画しているか

4 2

今年度は、感染症対
策の観点から、様子
を見ながらの参加でし
た。

担当制のもと、会議には可能な
限り担当者が出席していきたい
と思います。

㉒
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関
係機関と連携した支援を行っているか 4 2

各関係機関と連携し、
支援を行っておりま
す。

デジタルツールを活用するなど、
より密に連携して支援できるよ
う、心がけていきたいと思いま
す。

㉓

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害の
ある子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障がい福祉、保育、教育等
の関係機関と連携した支援を行っているか

5 1

主治医からの指示を
始め、各関係機関の
方々と確認をしなが
ら、支援させて頂いて
おります。

上記と同様に、まだまだ連携の
不十分さを感じております。より
密に連携できるよう努めて参りま
す。

㉔

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害の
ある子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を
整えているか

6

電話・メール・訪問・文
書等の手段を活用し
ながら、主治医等と連
携し、支援させて頂い
ております。

上記と同様に、まだまだ連携の
不十分さを感じているので、より
密にしていければと思っていま
す。

㉕
移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚
園、特別支援学校 （幼稚部） 等との間で、支援
内容等の情報共有と相互理解を図っているか

4 2

移行支援の経験は少
ない状況です。

今後、より一層の連携を深めて
いくことができるよう、働きかけて
いきたいと思います。
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㉖
移行支援として、小学校や特別支援学校 （小学
部） との間で、支援内容等の情報共有と相互理
解を図っているか

4 2

支援内容等の情報共
有・共通理解を図って
います。

上記と同様に、まだまだ連携の
不十分さを感じております。より
密にしていければと思っていま
す。

㉗
 他の児童発達支援センターや児童発達支援事
業所、発達障害者支援センター等の専門機関と
連携し、助言や研修を受けているか

6

可能な範囲で研修会
に出席させて頂きな
がら、連携を図ってお
ります。

感染状況を見ながら、職員の知
識・技術・経験に合わせ、内外部
の研修等への参加を検討してい
きます。

㉘
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、
障がいのない子どもと活動する機会があるか 6

保護者様の多くは、望まない意
見が多いので、今までは実施し
ておりません。今後は感染状況
なども見ながら、状況に合わせて
対応していきたいと思います。

㉙
（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ど も・
子育て会議等へ積極的に参加しているか 6

参加する機会・調整
ができた場合は、参
加しています。

まだまだ不十分に感じるため、よ
り積極的に参加していきたいと考
えています。

㉚
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子
どもの発達の状況や課題について共通理解を
持っているか

6  

送迎時や連絡帳、活
動時の写真等を活用
し、子供さんの状況や
課題等についての相
互理解を深めていま
す。

もっとじっくりと話し合う機会を設
けていきたいと感じております。

㉛
保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者
に対して家族支援プログラム （ペアレント･トレー
ニング等）の支援を行っているか

1 5

子供さんに合わせた
関わり方等の提案・助
言をさせて頂いており
ます。

まだまだ不十分と感じています。
相談会や参観日の開催等、検討
して参ります。

㉜
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を
行っているか 6  

契約時に、説明させて
いただいております。

限りのある時間の中ではござい
ますが、継続して、わかりやすい
説明を心掛けて参ります。

㉝

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の
提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これ
に基づき作成された「児童発達支援計画」を示し
ながら支援内容の説明を行い、保護者から児童
発達支援計画の同意を得ているか

6  

計画に基づきながら
内容を説明し、保護者
様より同意を得ていま
す。

上記と同様です。

㉞
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対す
る相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行 っ
ているか

6  

悩み等に対し、臨機
応変に対応させて頂
いております。

都度、対応させて頂いておりま
す。

㉟
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開
催する等により、保護者同士の連携を支援して
いるか

6

父母の会の結成を望まない保護
者様が多くいらっしゃいますの
で、状況を見ながら対応していき
ます。

㊱

子どもや保護者からの相談や申入れについて、
対応の体制を整備するとともに、子どもや保護者
に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速か
つ適切に対応しているか

6  

契約時に、相談・苦情
対応窓口を説明して
おります。また、マニュ
アルを整備し、対応で
きるようにしておりま
す。また、都度相談に
応じることができるよ
うにしております。

今後も継続し、都度、電話や面
談などを実施して参ります。
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㊲
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対し
て発信しているか

6

会報は発行していま
せんが、都度、利用の
内容をお伝えしており
ます。

限りある時間、感染症対策を徹
底しなければならない中で、定期
的な会報の発行は困難でした。
伝えきれない部分も多くある感じ
ております。まずは行事予定等
の情報発信の方法を検討してい
きます。

㊳ 個人情報の取扱いに十分注意しているか 6  

契約時に、個人情報
の取扱いについて説
明しております。

職員への周知も、徹底して参りま
す。退職者にも、個人情報を漏え
いする事がないよう、誓約書を説
明し署名してもらっております。

㊴
障がいのある子どもや保護者との意思の疎通や
情報伝達のための配慮をしているか 6  

個々のお子供さんに
とって、意志疎通しや
すい方法を検討し、導
入しております。

少しずつではありますが、ツール
が増えてき多様に感じておりま
す。今後も様々なツールを検討・
導入していきたいと思います。

㊵
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に
開かれた事業運営を図っているか  6

地域の皆様を招待す
る行事を計画できず
におります。

感染状況にも注意しながら、地
道にとり組んで参ります。
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㊶

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症
対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周
知するとともに、発生を想定した訓練を実施して
いるか

6

都度、訓練を実施して
おります。

マニュアルはありますが、職員全
員でじっくりと確認する時間を持
ちにくいのが現状です。各種マ
ニュアルを見直しつつ、打合せ時
や研修を通して、職員への周知
徹底を図っていきます。

㊷
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出そ
の他必要な訓練を行っているか 6

最低でも半年に１回、
子供さん達と一緒に、
避難訓練を行っており
ます。

感染症対策を徹底しつつ、継続
して実施していきたいと思いま
す。

㊸
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこ
どもの状況を確認しているか 6  

事前に、服薬状況等
を把握し、看護師を中
心に対応させて頂い
ております。また、途
中での変更がない
か、都度確認していま
す。

 お薬の変更がないかなど、こち
ら側からも積極的にお声がけし
ていきたいと思います。

㊹
食物アレルギーのある子どもについて、指示書
に基づく対応がされているか 医師の指示に基づ
く対応がされているか

4 2

アセスメント時等で、
保護者様より教えて
頂いております。

その内容を厳守し、対応させて
頂いておりますが、医師の指示と
なると、不明なお子様もいるた
め、確実にしていくためにも確認
を徹底するようにしていきたいと
思います。

㊺
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有し
ているか 6

ヒヤリハット事例集は
あり、事業所内で共有
しております。

なぜ生じたのか、繰り返さないた
めにどうするかなど、全職員で情
報を共有し意見交換していきた
いと思います。

㊻
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保す
る等、適切な対応をしているか 3 3

虐待に対する研修会
参加を促しておりま
す。また、報道の内容
などもを共有し、随時
学びを深めています。

マニュアルを見直し、打合せ時や
研修を通して、職員への周知徹
底を図っていきます。

㊼

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うか
について、組織的に決定し、子どもや保護者に
事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達
支援計画に記載しているか

3 3

現在、身体拘束は
行っておりません。

◎　この「事業所における自己評価結果 （公表） 」は、事業所全体で行った自己評価です。
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